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１ 各会計予算規模の推移

 令和５年度においては、⾧引くコロナ禍の影響や原油価格・物価高騰への対応など厳しい財政状
況が予想される中、第６期美幌町総合計画を着実に推進し、計画初年度となる第３次美幌町財
政運営計画を見据え、必要な経費を計上しました。本年は統一地方選挙の年であり町制運営の基
本的な経費を中心に計上しました。
 その結果、一般会計は118億8,926万9千円、対前年比2億3,511万7千円、率で2.0％の増、特
別会計52億9,731万3千円、企業会計54億7,745万9千円となり、全会計で226億6,404万1千円、
対前年比11億9,803万6千円、率で5.6％の増となりました。

 国民健康保険特別会計は、保険給付費（療養給付事業・高額療養費支給事業）の増などに
より、対前年比2.0％増の26億7,757万9千円、介護保険特別会計は、保険給付費（居宅介護・
施設介護サービス給付事業）の増などにより前年対比5.2％増の22億5,012万3千円、後期高齢者
医療特別会計は、後期高齢者医療広域連合負担事業費の増などにより、対前年比4.2％増の3億
6,961万1千円を計上しました。

10,248,028 

14,052,310 
11,154,038 11,654,152 

11,889,269 

10,819,114 

16,855,318 

12,504,815 

Ｈ31 Ｒ2 Ｒ3 Ｒ4 Ｒ5

単位：千円

一般会計予算規模の推移 予算額 決算額

2,613,775 2,613,647 2,616,981 2,624,609 2,677,579 

1,887,991 1,961,721 2,057,778 2,138,244 2,250,123 

298,178 320,111 339,632 354,796 369,611 

Ｈ31 Ｒ2 Ｒ3 Ｒ4 Ｒ5

単位：千円

特別会計予算規模の推移 国保会計 介護会計 後期会計

1



 水道事業会計は、建設改良費（水道施設・管路整備事業）の増などにより、対前年比22.5％増
の13億2,394万2千円、公共下水道事業は、公営企業法適用化に伴う減価償却費等及び建設改良

費（終末処理場中央監視設備更新）の増などにより、対前年比41.4％増の14億8,692万5千円を
計上しました。

 個別排水処理事業会計は、公営企業法適用化に伴う減価償却費等及び公債費（元金償還

金）の増などにより、対前年比29.3％増の1億5,415万円を計上しました。

 病院事業会計は、医療機器更新の増などにより、対前年比2.9％増の25億1,244万2千円を計上
しました。

880,762 
1,168,285 

1,393,009 

1,081,089 

1,323,942 

1,008,404 992,559 
1,127,844 1,051,657 

1,486,925 

Ｈ31 Ｒ2 Ｒ3 Ｒ4 Ｒ5

単位：千円
水道事業・公共下水道事業会計予算規模の推移 水道会計 下水会計

105,508 109,004 116,764 119,202 
154,150 

Ｈ31 Ｒ2 Ｒ3 Ｒ4 Ｒ5

単位：千円

個別排水処理事業会計予算規模の推移

2,574,884 2,462,016 2,469,545 2,442,256 2,512,442 

Ｈ31 Ｒ2 Ｒ3 Ｒ4 Ｒ5

単位：千円

病院事業会計予算規模の推移
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２ 令和５年度一般会計歳出予算の科目別配分状況

 令和５年度と令和４年度の一般会計予算の歳出を科目別に比較しました。

 令和５年度は民生費が最も多く、次いで職員給与費の順になっています。

 教育費は、脱炭素化の推進で学校施設や町営球場の照明をＬＥＤ化するために要する経費等

の計上により、令和４年度から増額となっています。

2,646,352

1,934,170

1,243,452

1,168,524

1,081,088

1,078,949

973,457

727,399

493,328

435,033

82,087

24,430

1,000

2,714,139

1,876,512

1,206,651

1,275,804

898,313

868,669

1,027,909

717,315

514,005

449,771

79,582

24,482

1,000

0 500,000 1,000,000 1,500,000 2,000,000 2,500,000 3,000,000

民生費

職員給与費

土木費

衛生費

総務費

教育費

公債費

農林水産業費

商工費

消防費

議会費

労働費

予備費 総額 118億8,926万9千円

単位：千円
一般会計各科目別予算額 令和５年度

令和４年度
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３ 令和５年度一般会計歳入予算の内訳

 町の収入で一番多いのは、国から配分される地方交付税で42億円、次いで町税22億6,754万円、

繰入金8億9,930万8千円の順になっています。

 町債は、交付税措置の有利な町債を活用しながら公共施設等の整備をはじめ各事業に充当する

財源として、7億798万7千円を計上しています。

4,200,000

2,267,540

899,308

891,293

858,148

707,987

544,627

457,384

406,007

271,865

183,196

89,379

31,861

26,011

12,972

10,000

9,782

9,738

9,154

1,935

781

300

1

4,070,000

2,180,860

681,858

1,218,831

901,698

770,647

524,684

471,862

158,686

277,892

193,873

96,660

33,413

22,195

5,283

10,000

4,371

14,468

12,438

2,409

1,708

315

1

0 500,000 1,000,000 1,500,000 2,000,000 2,500,000 3,000,000 3,500,000 4,000,000 4,500,000

地方交付税

町税

繰入金

国庫支出金

道支出金

町債

地方消費税交付金

諸収入

寄附金

使用料及び手数料

地方譲与税

分担金及び負担金

財産収入

法人事業税交付金

配当割交付金

繰越金

株式等譲渡所得割交付金

環境性能割交付金

地方特例交付金

交通安全対策特別交付金

利子割交付金

国有提供施設等交付金

自動車取得税交付金

単位：千円歳入の内訳 令和５年度

令和４年度
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４ 町税の推移と内訳

 町税の推移は次のとおりであり、令和５年度は給与所得の上振れが見込まれるため個人町民税の

増や固定資産税などの増により、対前年比4.0％増の22億6,754万円の予算額となっています。

 自主財源である町税の収納率向上に向け、引き続き収納体制の強化に取り組んでいきます。

 町税の内訳（令和３年度決算）は、個人住民税が39.2％を占めており、次いで固定資産税

38.8％、町たばこ税7.9％、法人町民税5.8％、都市計画税5.2％、軽自動車税3.1％の順になっ

ています。

５ 管内市町村との税収の比較

 歳入に占める税収の割合を令和３年度決算で比較してみると、17.2％とオホーツク管内市町村の

中で３番目に高い割合となっています。

4.4 5.4 6.2 6.4 7.0
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単位：％管内市町村の歳入に占める税収の割合

個人町民税

39.2%

固定資産税

38.8%

町たばこ税

7.9%

法人町民税

5.8%

都市計画税

5.2%

軽自動車税

3.1%

税目別収入割合

2,272,841 2,273,832

2,210,927
2,180,860

2,267,540

96.6
96.8

97.1

Ｈ31 Ｒ2 Ｒ3 Ｒ4 Ｒ5

単位：千円・％

町税の推移 町 税
収納率

R4・R5は予算額

管内平均 12.5％

全道平均 19.1％
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６ 標準財政規模と地方交付税額

46億6,279万4千円と５番目となっています。

 一方、管内市町村の地方交付税額では、北見市が200億7,989万円5千円と最も高く、美幌町は

 令和３年度の標準財政規模（地方交付税や町税など使い道が特定されていない収入の規模）

と地方交付税額を表しています。

 管内市町村の標準財政規模は、北見市が365億2,838万4千円と最も高く、美幌町は72億6,211

万1千円と、３市１町（遠軽町）に次いで５番目となっています。

 なお、全道で泊村だけは、基準財政需要額（必要最低限の水準である一般的な行政サービスに

係る経費）より基準財政収入額（町税等の収入額）が多いことから、地方交付税のうち普通交付

税が交付されていません。

36,528,384

12,358,870

10,314,840

9,671,497

7,262,111

6,111,614

5,571,678

5,415,563

3,917,230

3,724,076

3,698,000

3,667,112

3,359,206

3,226,389

3,128,998

3,153,012

3,039,594

1,467,861

20,079,895

7,424,311

7,463,629

7,280,924

4,662,794

3,992,477

4,189,856

4,122,794

3,159,407

3,057,532

2,976,455

2,800,516

2,723,705

2,566,601

2,784,926

2,423,014

2,731,104

1,376,310

0 5,000,000 10,000,000 15,000,000 20,000,000 25,000,000 30,000,000 35,000,000 40,000,000

北見市

網走市

紋別市

遠軽町

美幌町

斜里町

湧別町

大空町

雄武町

小清水町

津別町

佐呂間町

清里町

興部町

置戸町

訓子府町

滝上町

西興部村

単位：千円

管内市町村の標準財政規模と地方交付税額 標準財政規模

地方交付税
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７ 基準財政収入額と基準財政需要額の推移

８ 地方交付税の推移

るために、交付税総額の６％の範囲内で交付されます。

 特別交付税は、その年に生じた災害等特別の事情により多額の経費がかかる財政需要に反映させ

な水準で行政を行うために必要な経費を一定の方法によって算出した額を表します。この差額が、

 地方交付税は、普通交付税と特別交付税の２種類に区分され、普通交付税は基準財政需要額
が基準財政収入額を超える分について、地方公共団体に対し交付されるものです。

地方交付税（普通交付税）として国から交付されます。

 基準財政収入額とは、個々の地方公共団体が、標準的な状態において収入が見込まれる町税

などを一定の方法によって算定した額を表し、基準財政需要額は、個々の地方公共団体が標準的

3,675,691 3,769,553 3,770,529
4,214,513 4,098,765

361,587 395,856 388,955 448,281 456,974 

4,037,278 4,165,409 4,159,484

4,662,794 4,555,739

Ｈ30 Ｈ31 Ｒ2 Ｒ3 Ｒ4

単位：千円
地方交付税の推移

普通交付税
特別交付税
合計

5,820,935 

5,918,047 

6,050,144 

6,400,369 

6,412,346 

2,146,484 

2,143,282 

2,276,524 

2,203,927 

2,313,581 

Ｈ30 Ｈ31 Ｒ2 Ｒ3 Ｒ4

単位：千円

基準財政収入額と基準財政需要額の推移 基準財政需要額
基準財政収入額
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９ 投資的経費の推移

10 町債の償還額と借入額の推移

11 各会計の町債残高の状況

 町債残高は、令和３年度末で美幌町全体で183億8,213万円となっています。

 １世帯当たりでは221万2千円(前年度224万3千円)、人口１人当たりでは99万円（前年度98

交付税で補てんされる分があるため、借入金額がそのまま町民の負担となるわけではありません。

※令和４年1月1日現在 世帯数：8,309世帯 人口：18,563人

 町債（借金）の償還額は、公的資金補償金免除繰上償還（低利率の町債への借換）や

ながら、必要な事業を推進します。

 投資的経費（普通建設事業、災害復旧事業等）の推移をグラフにしました。
 今後も、事業の必要性、優先度、事業効果などを十分検討し、後年度への財政負担を考慮し

建設事業の完了に伴い前年度より借入額が大幅に減少していますが、今後も事業の優先度や

新規発行の抑制により、平成１６年度をピークに毎年減少しています。令和３年度は、役場庁舎

緊急性、後年度への財政負担を考慮しながら、将来にわたって持続可能な財政運営に努めます。

万4千円）となります（令和４年１月１日現在の世帯数・人口より）。ただし、町債の中には地方

501,483

1,196,314

2,311,134

3,398,754

10,974,445

個別排水処理事業会計

病院事業会計

水道事業会計

公共下水道事業会計

一般会計

総額 183億8,213万円

単位:千円各会計の町債残高

92.1 92.3 91.1

110.4 109.7

Ｈ29 Ｈ30 Ｈ31 Ｒ2 Ｒ3

単位:億円一般会計町債残高の推移

2,400,585
1,698,823 1,724,248

5,285,441

1,720,118

1,718,847 907,779 741,211 1,741,239 688,661

Ｈ29 Ｈ30 Ｈ31 Ｒ2 Ｒ3

単位：千円投資的経費の推移 投資的経費
内補助事業

1,085,792
1,073,870 995,213 896,862 983,404

1,532,372

1,025,263 819,195

2,790,843

875,924

Ｈ29 Ｈ30 Ｈ31 Ｒ2 Ｒ3

単位：千円
町債の償還額と借入額の推移 償還額（利息含む）

借入額
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12 管内市町村の町債と基金残高の状況

 令和３年度決算の管内市町村の一般会計における人口１人当たりの町債（借金）と基金

（貯金）の残高は、次のとおりです。町債は59万1千円、基金は32万4千円となっており、町債は

管内の市町村で一番低く、基金の額は１５番目となっています。

 ※一般会計分。人口は令和４年１月１日現在

 美幌町の基金の種類と金額は、令和３年度末で次のようになっています。

2,034,265
1,927,726

946,078
313,105

211,318
209,388
187,731

39,780
39,497
25,666
23,855
23,758
23,320

財政調整基金

公共施設整備基金

減債基金

福祉基金

役場庁舎改築基金

学校施設整備基金

ふるさとづくり基金

森林環境譲与税基金

町営住宅敷金基金

未来への森林づくり基金

芸術文化振興基金

交通安全推進基金

総額 60億548万7千円

単位：千円
基金の状況

117 

178 

225 

324 

499 

704 

757 

759 

799 

858 

927 

988 

1,113 

1,128 

1,186 

1,211 

1,477 

2,765 

1,037

990

1,074

591

1,483

1,460

1,401

2,260

1,084

1,139

1,339

1,255

1,355

1,792

1,422

2,169

2,025

3,663

北見市

網走市

斜里町

美幌町

遠軽町

小清水町

興部町

大空町

紋別市

訓子府町

湧別町

雄武町

佐呂間町

置戸町

清里町

津別町

滝上町

西興部村

単位：千円
管内市町村の人口１人当たりの町債と基金の状況 町債 基金

【基金】

管内平均 394千円

全道平均 160千円

道内類似団体平均 240千円

遠 軽 町 499千円

当 別 町 348千円

俱知安町 133千円

余 市 町 99千円

白 老 町 168千円

釧 路 町 87千円

49.4
50.9 54.3 53.8

60.1

Ｈ29 Ｈ30 Ｈ31 Ｒ2 Ｒ3

単位:億円
基金残高の推移

【町債】

管内平均 1,151千円

全道平均 683千円

道内類似団体平均 709千円

遠 軽 町 1,483千円

当 別 町 756千円

俱知安町 739千円

余 市 町 337千円

白 老 町 562千円

釧 路 町 470千円

田子高齢者生活活動支援
及び青少年スポーツ振興基金
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13 財政状況

○ 経常収支比率の状況

くる金額（経常的収入）で割り返したものです。

 例えば、この比率が80％であれば、その年に自由に使えるお金は20％となります。したがって、この比

率が低いほど、様々な事業にお金を使えるということになります。

 令和３年度の管内市町村の状況は次のグラフのとおりですが、美幌町は81.4％となっており、管内

 美幌町の経常収支比率の推移は、次のとおりとなっています。

 今後もさらなる経常経費の抑制と税収等の財源確保に努めます。

 財政状況を把握するための指標の一つに「経常収支比率」があります。これは、人件費や施設維持

管理費など毎年決まって支出する金額（経常経費）を、町税や地方交付税など毎年決まって入って

平均（加重平均）の87.4％より低い値となっています。

78.4 78.6 77.3

82.1
81.4

Ｈ29 Ｈ30 Ｈ31 Ｒ2 Ｒ3

単位：％
経常収支比率の推移

73.0 74.3 74.3 74.4 75.2 76.4 76.7 77.1 
79.5 

81.4 81.6 
84.1 85.0 85.0 86.3 86.8 

90.9 92.5 

雄
武
町

清
里
町

小
清
水
町

訓
子
府
町

置
戸
町

興
部
町

佐
呂
間
町

湧
別
町

滝
上
町

美
幌
町

津
別
町

西
興
部
村

紋
別
市

斜
里
町

遠
軽
町

大
空
町

網
走
市

北
見
市

単位：％
管内市町村の経常収支比率

管内平均 87.4％ 全道平均 88.4％

道内類似団体平均 85.2％

遠 軽 町 86.3％ 当 別 町 89.0％

俱知安町 81.3 ％ 余 市 町 84.4％

白 老 町 90.2％ 釧 路 町 84.0％
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○ 財政力指数の状況

 美幌町の財政力指数の推移は、次のとおりとなっています。

 過去の最高数値は昭和59年の0.406ですが、近年は0.35～0.37の間で推移しています。

 その町の人口や面積に応じて標準的にかかるお金に対して、標準的な状態において収入が見込まれ

るお金がどの程度であるかを示す目安が｢財政力指数｣です。

 これは、町の体力を計る基準となるもので、例えば、指数が１であれば100％自分たちのお金で運営  

できており、0.5であれば経費の半分を自分たちのお金でまかなっていることになります。

 令和３年度の管内市町村の状況は次のグラフのとおりですが、美幌町は0.360で管内平均（加重

平均）の0.326より高く、北見市、網走市、に次いで３番目となっています。
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管内市町村の財政力指数

管内平均 0.326 全道平均 0.475

道内類似団体平均 0.400

遠 軽 町 0.260 当 別 町 0.368

俱知安町 0.616 余 市 町 0.338

白 老 町 0.389 釧 路 町 0.503
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○ 公債費負担比率の状況

 一般財源収入総額のうち、公債費に充てられた一般財源の割合を示す指数で、15％を超えると警

戒ライン、20％を超えると危険ラインと言われています。令和３年度決算では、美幌町は10.7％となっ
ています。

○ 実質公債費比率の状況

 普通会計における町債の元利償還金のほか、公営企業会計及び一部事務組合等における町債の

元利償還金に対する普通会計からの負担金や償還金的な債務負担行為額なども加えた実質的な

公債費指標であり、25％が早期健全化団体、35％が財政再生団体となる基準となっています。

 令和３年度決算では、美幌町は6.3％で管内平均（加重平均）、道内類似団体平均及び全道

平均より低い数値となりました。今後も特別会計を含めて歳入確保、歳出削減、町債の新規発行を

抑制するなど、健全で持続可能な財政運営を行っていきます。

 ※早期健全化団体：破綻の一歩手前の状況で早期に財政の立て直しが必要な団体

 ※財政再生団体：いわゆる「赤字再建団体」で破綻状態に陥った団体
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管内市町村の実質公債費比率
単位：％

管内平均 10.3 全道平均 6.9 道内類似団体平均 8.2

遠 軽 町 9.5 当 別 町 9.7 俱知安町 7.3

余 市 町 5.9 白 老 町 12.1 釧 路 町 7.4
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14 人件費の状況

 歳出総額に対し、職員給与費・議員報酬などの人件費がどのくらい占めているかを見てみますと、

 ※ラスパイレス指数…地方公務員と国家公務員の平均給与額を、国家公務員の職員構成を基準として、一般行政職における学歴 
          別、経験年数別に比較し、国家公務員の給与を100とした場合の地方公務員の給与水準を示した指数。

令和３年度決算では、美幌町は15.6％と管内で割合の高い方から４番目に位置しています。

 美幌町の人口1,000人当たりの普通会計職員数は8.94人となっています。

 また、給与水準（ラスパイレス指数）は96.6％となっており、全道町村平均を下回っています。
 ※普通会計職員数及びラスパイレス指数は、令和４年４月１日現在
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単位：％管内市町村の人件費の割合
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管内市町村の職員定員管理（人口1,000人当たり普通会計職員数）
及び給与水準（ラスパイレス指数）

ラスパイレス指数
人口1,000人当たり普通会計職員数

管内平均 11.1％

全道平均 12.6％

【ラスパイレス指数】

全道町村平均 96.8％

全道市町村平均 96.9％

道内類似団体平均 97.2％

遠 軽 町 96.1％

当 別 町 97.2％

俱知安町 96.7％

余 市 町 98.3％

白 老 町 98.7％

釧 路 町 97.2％
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おわりに

 本町の財政状況は、財政運営計画に基づき、中⾧期的な財政見通しの下、財政の健全化に向

けた取り組みを強化してきた結果、実質公債費率などの各種財政指標や地方債残高、基金残高に

おいて目標とする数値を概ね達成し、健全財政を維持することができました。しかしながら、今後人口

減少や少子高齢化の加速、老朽化や耐震不足に伴う公共施設の整備、さらには、地域のデジタル

化・脱炭素化の推進など、ウィズコロナ時代における社会変革に対応していくための重要な課題が山

積していますので将来を見据えながら効率的・効果的な行政サービスの維持・提供を図っていく必要が

あります。

 また、本年は町制施行１００周年を迎える大きな節目の年であり、本町の魅力を再確認し、次

の１００年への歩みをスタートする大事な一年となります。

 未来の「びほろ」を次世代につなぐため、常に町民の視点で考え、十分に話し合い、真摯に向き

合いながら引き続き未来に責任を持った行財政運営の実現に向け最大限の努力を重ねて参ります

ので、町民の皆様のご理解とご協力を賜りますよう、お願い申し上げます。

    （令和５年５月作成）

※本書は、地方財政状況調査（決算統計）、各会計決算書、国勢調査、

 オホーツク総合振興局地域創生部地域政策課市町村係提供資料等に

 基づき作成しています。

    電話： 0152-77-6530（直通）

    FAX：0152-72-4869

    メール：zaimug@town.bihoro.hokkaido.jp

令和５年グラフで見る財政状況

 （お問合せ先）美幌町役場 総務部財務課財務グループ
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